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真
の
国
際
交
流
、
国
際
貢
献
と
は
、

一
体
ど
の
よ
う
な
活
動
を
指
す
の
だ
ろ

う
か
。
そ
れ
は
パ
キ
ス
タ
ン
、
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
の
戦
火
の
中
で
、
１
９
８
４

年
︵
昭
和
59
︶
か
ら
医
療
サ
ー
ビ
ス
を

続
け
る
﹁
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
﹂
の
活
動

に
み
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
だ
。
そ
の

行
動
は
、
医
療
行
為
だ
け
で
な
く
、
生

命
の
水
の
確
保
に
、
井
戸
堀
り
、
カ
レ

ー
ズ
の
復
旧
、
さ
ら
に
農
業
用
水
路
開

削
に
も
力
を
注
い
で
い
る
。
ペ
シ
ャ
ワ

ー
ル
会
代
表
中
村
哲
著
﹁
医
者
、
用
水

路
を
拓
く
﹂︵
石
風
社

２
０
０
７
︶
は
、

ア
フ
ガ
ン
・
ク
ナ
ー
ル
河
に
斜
堰
の
取

水
堰
を
造
り
、
全
長
13
d
の
マ
ル
ワ
リ

ー
ド
用
水
路
の
開
削
に
悪
戦
苦
闘
す
る

水の文化書誌19《水路》水と食糧とエネルギーの根幹

物
語
で
あ
る
。
そ
の
諸
元
は
、
取
水
量

４
・
５
k
／
ｓ
〜
５
・
５
k
／
ｓ
、
灌

漑
面
積
約
９
７
０
０
ha
、
柳
な
ど
水
路

沿
い
の
植
樹
約
12
万
５
０
０
０
本
、
分

水
路
７
・
２
d
、
付
帯
施
設
︵
橋
・
水

道
橋
・
遊
水
池
︶
で
あ
る
。

ク
ナ
ー
ル
河
は
ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ
ュ
山

脈
の
雪
解
け
水
が
一
気
に
押
し
寄
せ
て

く
る
荒
川
、
と
思
え
ば
干
天
が
続
く
と

優
し
い
川
に
変
化
す
る
。
低
予
算
で
、

近
代
的
な
土
木
機
器
を
欠
く
中
で
、
人

力
に
頼
り
、
材
料
は
近
く
の
山
か
ら
岩

や
石
を
採
取
し
、
多
く
の
蛇
籠

じ
ゃ
か
ご

に
拠
っ

た
。
用
水
路
の
土
地
は
、
地
主
や
両
岸

の
人
々
の
確
執
に
遭
遇
し
な
が
ら
も
医

療
活
動
で
培
っ
た
長
老
た
ち
の
人
脈
で

解
決
。
竣
工
直
後
の
洪
水
で
取
水
堰
、

水
路
、
遊
水
池
が
壊
さ
れ
、
再
々
の
改

修
に
苦
悩
す
る
が
、
４
年
の
歳
月
を
経

て
完
成
す
る
。
今
で
は
、
沙
漠
地
帯
に

緑
が
拡
が
っ
て
い
る
。

こ
の
取
水
堰
設
置
の
際
に
、
筑
後
川

に
お
け
る
山
田
井
堰
の
斜
め
堰
を
参
考

に
し
た
と
い
う
か
ら
驚
く
。
中
村
哲
は

マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
の
施
工
中
何
度

も
帰
国
し
、
菊
池
川
、
白
川
、
緑
川
を

歩
き
、
加
藤
清
正
の
水
制
・
石
刎

い
し
は
ね

、
鼻

ぐ
り
井
出
工
法
を
学
び
、
さ
ら
に
山
田

井
堰
堀
川
水
路
を
訪
れ
、
斜
め
堰
の
水

理
を
調
査
研
究
し
て
い
る
。
江
戸
期
に

完
成
し
た
山
田
井
堰
に
関
し
て
は
、
鶴

田
多
多
穂
著
﹁
山
田
井
堰
堀
川
三
百
年

史
﹂︵
山
田
堰
土
地
改
良
区
１
９
８
１
︶、

福
岡
県
朝
倉
町
史
料
編
さ
ん
委
員
会
編

﹁
堀
川
物
語
﹂
︵
朝
倉
町
教
育
委
員
会

２
０
０
５
︶
が
あ
り
、
そ
の
型
式
は
傾

斜
堰
床
式
石
張
堰
で
、
取
入
水
路
、
魚

道
、
舟
通
し
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

１
９
５
３
年
︵
昭
和
28
︶
６
月
、
山

田
井
堰
は
筑
後
川
の
大
水
害
で
決
壊
す

る
が
、
改
修
が
な
さ
れ
、
筑
後
平
野
へ

灌
漑
用
水
を
送
り
続
け
て
い
る
。
筑
後

川
と
ク
ナ
ー
ル
河
に
お
け
る
斜
堰
の
施

工
に
は
、
時
空
を
越
え
た
不
思
議
さ
を

感
じ
さ
せ
る
。
な
お
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
の
水
利
灌
漑
に
つ
い
て
は
、
東
京
大

学
西
南
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
ク
シ
ュ
調
査
隊
編

﹁
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
水
と
社
会
﹂︵
東

京
大
学
出
版
会

１
９
６
９
︶
が
発
行

さ
れ
て
い
る
。

我
が
国
は
稲
作
の
伝
来
に
よ
り
、
用

水
路
が
各
地
に
拓
か
れ
て
き
た
。
古
代

国
家
の
律
令
制
に
お
け
る
用
水
支
配
の

問
題
を
論
じ
た
亀
田
隆
之
著
﹁
日
本
古

代
用
水
史
の
研
究
﹂︵
吉
川
弘
文
館

１

９
７
３
︶
、
寶
月
圭
吾
著
﹁
中
世
灌
漑

史
の
研
究
﹂
︵
目
黒
書
店

１
９
５
０
︶

が
あ
る
。

近
世
の
水
利
開
発
に
つ
い
て
は
、
水

土
を
拓
い
た
人
び
と
編
集
委
員
会
・
農

業
土
木
会
編
﹁
水
土
を
拓
い
た
人
び
と
﹂

︵
農
文
協

１
９
９
９
︶
に
は
、
北
海
道

か
ら
沖
縄
ま
で
の
新
田
開
発
、
用
水
路
、

溜
池
の
建
設
に
尽
力
し
た
人
々
の
業
績

を
纏
め
た
。
そ
の
業
績
に
か
か
わ
る
書

と
し
て
、
稲
生

い
な
お
い

川
土
地
改
良
区
編
発
行

﹁
稲
生
川
土
地
改
良
区
史
﹂︵
２
０
０
３
︶、

根
本
博
著
﹁
安
積
疏
水
と
郡
山
の
発
展
﹂
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テ
ム
の
例
と
し
て
、
茅
野
市
オ
ー
レ
ン

小
屋
発
電
所
︵
水
源
夏
沢
川
、
出
力

９
・
15
kW
︶
、
春
日
部
市
庄
和
水
力
発

電
所
︵
水
源
浄
水
場
内
の
浄
水
池
、
出

力
35
kW
︶
、
横
浜
市
江
ケ
崎
発
電
所

︵
水
源
水
道
用
水
路
、
最
大
出
力
１
７

０
kW
︶
、
愛
知
県
幸
田
町
幸
田
製
作
所

工
業
用
水
排
水
小
水
力
発
電
所
︵
水
源

工
業
排
水
、
出
力
12
・
４
kW
︶
、
京
都

市
嵐
山
保
勝
会
水
力
発
電
所
︵
水
源
桂

川
、
出
力
最
大
５
・
５
kW
︶
を
上
げ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
小

水
力
発
電
シ
ス
テ
ム
は
、
農
業
用
水
路

の
み
で
な
く
、
小
河
川
か
ら
の
引
水
、

浄
水
場
か
ら
の
水
、
水
道
用
水
路
、
工

業
排
水
路
で
も
簡
易
に
設
置
で
き
る
こ

と
が
わ
か
る
。

そ
の
簡
易
さ
が
、
今
、
小
水
力
発
電

シ
ス
テ
ム
を
見
直
す
こ
と
と
な
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
逸
見
次
郎
著
﹁
小
水
力
発

電
︱

原
理
か
ら
応
用
ま
で
﹂︵
パ
ワ
ー
社

２
０
０
７
︶
で
は
、
次
の
よ
う
な
小
水

力
発
電
の
メ
リ
ッ
ト
を
論
じ
て
い
る
。

・
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
Ｃ
Ｏ
２

な
ど
地
球
温
暖
化
を
招
く
ガ
ス
を
排
出

し
な
い

・
資
源
が
無
尽
蔵
で
流
量
が
ほ
ぼ
一
定

し
て
い
る
こ
と
か
ら
安
定
し
た
発
電
出

力
が
得
ら
れ
る

・
大
型
設
備
も
必
要
と
し
な
い
の
で
短

期
間
の
工
事
で
進
み
、
維
持
管
理
も
容

易
・
河
川
や
用
水
路
に
直
接
設
置
で
き
、

周
辺
の
生
態
系
に
及
ぼ
す
影
響
は
小
さ

い

・
需
要
家
に
近
い
場
所
で
発
電
で
き
る

・
発
電
さ
れ
た
電
気
を
地
域
振
興
や
各

種
事
業
に
利
用
で
き
る
。

終
わ
り
に
、
石
崎
彰
・
古
市
正
敏
編

﹁
小
水
力
発
電
読
本
﹂
︵
オ
ー
ム
社

１

９
８
２
︶
、
パ
ワ
ー
社
発
行
に
よ
る
千

矢
博
道
著
﹁
こ
れ
か
ら
や
り
た
い
人
の

小
型
水
力
発
電
入
門
︱

身
近
な
水
力
利

用
術
﹂︵
１
９
９
２
︶、
同
著
﹁
身
近
な

水
を
活
か
す
小
型
水
力
発
電
実
例
集
︱

自
然
と
の
共
生
を
目
指
し
て
﹂
︵
２
０

０
４
︶
、
川
上
博
著
﹁
小
型
水
力
発
電

実
践
記
︱

手
作
り
発
電
を
楽
し
む
﹂

︵
２
０
０
６
︶、
竹
尾
敬
三
著
﹁
小
型
水

力
発
電
機
製
作
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
﹂
︵
１

９
７
７
︶
、
石
田
正
著
﹁
超
小
型
︵
ピ

コ
︶
水
力
発
電
装
置
製
作
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
﹂︵
２
０
０
７
︶、
そ
れ
に
飯
能
市
郷

土
館
編
・
発
行
﹁
飯
能
の
水
力
発
電
︱

吾
野
・
名
栗
に
電
気
が
ひ
け
た
日
﹂

︵
２
０
０
５
︶
を
挙
げ
る
。

以
上
、
い
く
つ
か
の
書
で
水
路
や
小

水
力
発
電
の
役
割
に
つ
い
て
述
べ
て
き

た
。
21
世
紀
は
地
球
温
暖
化
の
影
響
で
、

世
界
に
お
け
る
水
、
食
糧
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
紛
争
が
増
大
し
て
い
く
可
能
性
を

含
ん
で
い
る
。
こ
の
解
決
の
一
つ
に
は

水
路
の
有
効
な
利
活
用
が
重
要
な
カ
ギ

を
握
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

村
ぢ
ゅ
う
の
水
路
う
ご
け
る
五
月
か
な
　

川
本
昴

︵
歴
史
春
秋
社
２
０
０
２
︶、
西
那
須
野

町
郷
土
資
料
館
編
・
発
行
﹁
明
治
開
拓

と
那
須
疏
水
﹂︵
１
９
８
５
︶、
小
田
原

市
教
育
委
員
会
編
・
発
行
﹁
荻
窪
用
水

の
歴
史
と
見
ど
こ
ろ
﹂
︵
１
９
９
０
︶
、

浅
川
清
栄
著
﹁
諏
訪
の
農
業
用
水
と
坂

本
養
川
﹂
︵
中
央
企
画

１
９
９
８
︶
、

明
治
用
水
史
誌
編
纂
委
員
会
編
・
発
行

﹁
明
治
用
水
﹂
︵
１
９
５
３
︶
、
寺
井
敏

夫
著
﹁
大
梶
七
兵
衛
︵
高
瀬
川
開
削
︶﹂

︵
Ｈ
Ｎ
Ｓ

２
０
０
２
︶
、
江
口
辰
五
郎

著
﹁
佐
賀
平
野
の
水
と
土
﹂
︵
新
評
社

１
９
７
７
︶
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
よ

う
に
土
地
は
自
然
の
作
用
だ
け
で
な
く
、

労
働
の
投
下
に
よ
っ
て
絶
え
ず
変
貌
し

て
い
く
。
古
島
敏
雄
は
そ
の
名
著
﹁
土

地
に
刻
ま
れ
た
歴
史
﹂︵
岩
波
新
書

１

９
６
７
︶
で
、
そ
の
こ
と
を
実
証
し
て

い
る
。

農
林
水
産
省
は
、
先
人
が
拓
い
た
用

水
路
に
つ
い
て
、
次
世
代
に
継
承
す
る

た
め
に
歴
史
的
、
文
化
的
な
疏
水
百
選

を
認
定
し
た
。
林
良
博
監
修
・
疏
水
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
著
﹁
心
や
す
ら
ぐ
日
本
の

風
景
疏
水
百
選
﹂︵
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書

２
０

０
７
︶
に
は
、
明
治
の
三
大
用
水
︵
安

積
疏
水
、
那
須
疏
水
、
明
治
用
水
︶
を

は
じ
め
十
二
貫
野
用
水
、
東
播
用
水
、

香
川
用
水
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

全
国
の
河
川
か
ら
の
取
水
施
設
は
11
万

４
０
０
０
カ
所
に
及
び
、
疏
水
総
延
長

は
40
万
d
で
地
球
10
周
分
に
あ
た
り
、

農
地
面
積
４
７
０
万
ha
の
隅
々
ま
で
行

き
渡
り
、
農
業
生
産
と
と
も
に
環
境
保

全
に
も
重
要
な
役
割
を
果
し
て
き
た
。

し
か
も
今
日
、
こ
れ
ら
の
水
路
は
、
10

kW
〜
１
０
０
０
kW
を
お
こ
す
小
水
力
発

電
に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。

２
０
０
７
年
︵
平
成
19
︶
12
月
１
日

〜
４
日
第
一
回
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
水
サ

ミ
ッ
ト
が
大
分
県
別
府
市
で
開
催
さ
れ

た
。
こ
の
中
で
、
農
業
用
水
を
活
か
し

た
小
水
力
発
電
に
関
す
る
シ
ン
ポ
も
日

田
市
で
あ
り
、
那
須
野
ケ
原
水
路
に
お

け
る
、
落
差
が
２
〜
３
ｍ
あ
れ
ば
、
そ

の
流
水
に
よ
っ
て
発
電
で
き
る
事
例
が

報
告
さ
れ
た
。

小
水
力
利
用
推
進
協
議
会
編
﹁
小
水

力
エ
ネ
ル
ギ
ー
読
本
﹂︵
オ
ー
ム
社

２

０
０
６
︶
に
よ
れ
ば
、
水
土
里
ネ
ッ
ト

那
須
野
ケ
原
︵
那
須
野
ケ
原
土
地
改
良

区
連
合
︶
で
は
、
１
９
９
２
年
︵
平
成

４
︶
か
ら
農
業
用
水
の
遊
休
落
差
を
利

用
し
て
、
最
大
出
力
３
４
０
kW
の
那
須

野
ケ
原
発
電
所
が
稼
働
。
さ
ら
に
２
０

０
５
年
︵
平
成
17
︶
に
は
用
水
路
に
開

水
路
落
差
用
発
電
シ
ス
テ
ム
４
基
が
設

置
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
を
見
て
み
る
と
、

水
源
那
須
野
ケ
原
上
段
幹
線
、
発
電
の

形
態
水
路
内
据
付
け
︵
落
差
工
利
用
︶
、

有
効
落
差
２
ｍ
、
水
路
幅
２
・
05
ｍ
、

使
用
水
量
最
大
２
・
４
k
／
ｓ
︵
非
灌

漑
期
１
・
29
k
／
ｓ
︶
、
水
車
立
軸
カ

プ
ラ
ン
水
車
、
回
転
速
度
２
０
４
回
／

mim
、
発
電
機
三
相
か
ご
型
誘
導
発
電
機
、

最
大
出
力
30
kW
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
開
発
地
点
や
流
水
・
水
路

の
条
件
に
合
わ
せ
た
小
水
力
発
電
シ
ス




